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多摩区の地域課題について 

平成26年 9月 3日（水）第5期多摩区区民会議全体会資料 

○第 5期区民会議で審議したい地域課題について、各委員から次のような意見が出されました。 

提案者 分野 地域課題 

安陪 修司 

○地域活性・観光に関

すること 

・生田緑地を中心にして多摩区観光の拠点として周辺地域

を集客により街中に活力をもたせる安心安全な街づく

りの組織づくりをする。 

○地域コミュニティ

に関すること 

・地域内で活躍する各種団体と市民行政とを結びつける方

法を研究し活躍をする団体、支援を受ける人、行政の連

絡窓口づくり 

○子育てに関するこ

と 

・範囲が広くなるが、子育て中の人、園児小学生等々に絞

り問題点をあげ解決してゆきたい。 

荒井 精一 
○地域防災に関する

こと 

■震災発生時の共助（救援）について 

・共助について、第４期区民会議でも検討課題となりまし

たが、地域の高齢化によりいざという時（発災時）に頼

りとなる救助する人員の不足を補う目的で学生達に焦

点があたりました。この点についてより具体的な提案と

するべく検討をすすめて参りたいと思います。 

・2013年５月に横浜市は、「横浜市災害時自助・共助推

進条例」を成立させましたが、その目的は、「この条例

は、災害時における市民及び事業者の自助及び共助の理

念並びにそれぞれの役割を明らかにすることにより、市

民及び事業者の自発的な防災に関する活動の促進を図

り、もって災害を軽減する減災社会の実現に寄与するこ

とを目的とする」とあり、条例によってそれぞれの立場

の人たちが、積極的に防災の推進を行い易くしている。 

・第５期区民会議としても、より災害を軽減する減災社会

の実現を可能とするべく、さらなる検討をすすめて参り

たいと思います。 

資料３ 
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提案者 分野 地域課題 

荒井 精一 ○福祉に関すること 

■高齢化社会への取り組みについて 

・「一般人口統計2013年版」によると2010年（平成

22年）の日本の高齢化率は23.02%と主要国のなかで

も、ダントツの状況である。 

・また、テレビなどの報道にあるとおり、高齢者の孤独死、

認知症・徘徊、万引き、自動車事故等が連日報道される

状況となっています。 

・これには、様々な要因がありますが、高齢化がこのまま

進行し高齢者問題がさらに増え続けるならば、若い世代

への負担が厳しいものとなることは確実です。 

・この問題に対してすぐ思いつくのは、医療や介護という

テーマとなりますが、ひとつのキーワードとして、高齢

者が自立していける「生涯現役」ではないでしょうか。

このテーマのもとに高齢者問題への提言をまとめてい

きたいと思います。 

石橋 吉章 

○地域防災に関する

こと 

○福祉に関すること 

・障害当事者を交えた宿泊を含む避難所訓練～障害の理

解、啓発と避難所の実地訓練～ 

○地域コミュニティ

に関すること 

○福祉に関すること 

・障害者の地域移行、地域包括支援センターのための地域

医療と福祉の連携～地域医療の現状～ 

○地域コミュニティ

に関すること 

○地域活性・観光に関

すること 

○地域の交通に関す

ること 

○福祉に関すること 

・公共施設を含む不特定多数が訪れる施設への交通アクセ

ス～現状の調査からの提言～ 

岩野 正行 

○地域防災に関する

こと 

・私は、商店会の役員として今春地元の町会の防災訓練に

参加しましたが、商売を40年以上やっていて初めてで

した。これからは、商店会も町会と一体で防災訓練を行

い、災害に備えたいと思いました。 

○地域活性・観光に関

すること 

・多摩区には、観光スポット生田緑地がありますが、いつ

でも行けるということで、地元の人々があまり利用して

いない。 

・一つの例ですが、日本民家園に古民家が25棟もあるの

は、日本一であることを知っている人は少ないと思いま

す。もっと生田緑地に足を運んで生田緑地の素晴らしさ

を内外に伝えてほしい。 
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提案者 分野 地域課題 

岩野 正行 ○福祉に関すること 

・私達の地元では、生活保護者が多い様に思われます。昼

間からパチンコ・飲酒をしている人をよく見かけます。 

・もっと生活保護者の規定を厳しくしてほしいと思いま

す。 

杉下 禄郎 

○地域コミュニティ

に関すること 

○地域活性・観光に関

すること 

○地球の交通に関す

ること 

・多摩区を交通事故の少ない（市で一番の）町にしたい。

マナーの悪さ、法規無視、自転車事故を減らしたい。 

・介護不要の健康な高齢者の区にしたい。多摩区の将来像

は、自然と観光、大学のまちがイメージとして相応しい。

市北部の中心は、新百合ヶ丘になりつつあると思う。 

辻野 勝行 

○地域コミュニティ

に関すること 

○市民活動に関する

こと 

○福祉に関すること 

・高齢者の地域参画への支援。超高齢社会へ進展の中で健

康長寿・健康長寿社会構築へ向けての高齢者の生きがい

づくり・場づくり・仕掛けづくり。 

○地域コミュニティ

に関すること 

○自然保全・創出に関

すること 

○子育てに関するこ

と 

・子育て支援・育児や教育など若者が結婚し子供を産み育

て定住志向を育む環境づくり・まちづくり。 

○地域コミュニティ

に関すること 

○地域活性・観光に関

すること 

○自然保全・創出に関

すること 

○景観に関すること 

・地域交流や地域振興の支援。多摩区の魅力発掘、失われ

た価値の再生・再評価、活動団体のネットワーク化等を

通じての新しい縁社会の構築。 

戸高 仁子 
○地域防災に関する

こと 

・気候変動による災害への備えも急務なことが明らかにな

っていますが、各町内会でのそれぞれでできている事や

現会員で出来ている事、高齢化や会員の減少・不足でで

きないで困っている事が見えてきていると思えるので、

区としてできる対策、必要とされる対策は何かを明らか

にして、具体的な政策提案につなげたい。 

※町会連合会代表者とも再度意見交換会を持つことや区

が把握している現状をまず明らかにして、区民会議での

取り組みを具体化したい。 
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提案者 分野 地域課題 

戸高 仁子 ○福祉に関すること 

・少子高齢化が身近な問題として行政も企業も市民も、地

域での取り組みがいろいろとなされていますが、個々の

参加や活動は活発に行われているようですが、普段元気

で暮らしている青年層や中高年層・新住民の方にも、地

域での状況やご近所のお互い様のお付き合いが広がっ

ているのかが、見えません。普段の生活でも顔の見える

関係づくりがこれからは大切と考えます。もっと「見え

る化」と「つながり」を多摩区の状況にあった方法で身

近に広げる方法を検討したいです。 

・コミュニティにこだわらず福祉の面からも見た、リンク

できるような、地域にあった身近な「見える化」と「つ

ながり」について検討したいです。 

配島 裕美 

○地域防災に関する

こと 

○その他（通学路） 

・平常時の整備は区でもいろいろ予定されていますが、近

年の異常気象や災害を想定した状況下も合せて確認す

る必要があると思います。 

例：昨年の大雨で枡形中学校の生徒の多くが、冠水した通

学路を裸足になりズボンをまくり上げて登校した、とい

うこともあります。中学校は避難場所にもなるところで

すし、他の小中学校の通学路ではどうだったのでしょう

か。“あそこはそうなのよね！”だけでいいのでしょう

か？ 

○エコ・環境に関する

こと 

・路上へのゴミのポイ捨てが気になります。自販機周辺や

コンビニから少し離れた路上に捨てられたゴミを見る

ことがあります。考えて欲しいです。 

藤原 司 

○地域防災に関する

こと 

・地域防災では、前期ではまだ完全な対策でなかった。今

後継続して審議したいと思う。 

○自然保全・創出に関

すること 

・自然保護については、多摩区だけの問題では無いが、住

宅開発等で自然に失われていく自然保全をどう守れば

よいのか検討を加えるべきと考える。 

○福祉に関すること 
・福祉については、主に高齢者福祉の問題について山・城

の多い地域でどのような対策があるのか検討したい。 
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提案者 分野 地域課題 

細埜 隆己 

○地域活性・観光に関

すること 

○子育てに関するこ

と 

・多摩区の商業・業務の中心地区として快適な市街地を形

成することを目的として40年前に事業計画、27年前に

事業決定している登戸土地区画整理じぎょうもまだ

50％しか進んでおらず、道路を造るだけでは街になら

ず当初の目的通りに進んでいない現状です。公園も最後

になり、区画整理地区内には1つの公園もありません。

近くの保育所でも遠くまで外遊びに行かなくてはなり

ません。事業用地で遊んでいれば「ここは遊び場ではあ

りません」の看板が立ち、まだ30～50年かかる区画整

理で区民から見ても地域の活性、子育て支援、多摩区の

顔になる街にはほど遠いように思います。 

○地域コミュニティ

に関すること 

・商店、商業者から感じることは会話する人が減り、一言

も話さない人がどんどん増えている。流通・行政関係か

らはクレーマーが増え対応は膨大な労力を使う。どこへ

向おうとしているのでしょう。多摩区から発信「思いや

りの心」 

矢野 久喜 

○地域コミュニティ

に関すること 

○市民活動に関する

こと 

○子育てに関するこ

と 

■子育て何でも相談センターの設置（７ページ資料参照） 

・少子対策の重要性は改めて説明することは不要、今求め

られているのは子育て世代が何を困っているのかを知

ること、それに対し具体的に何ができるのかである。 

・行政には「保健福祉センター児童家庭相談サポート担当」

等、相談窓口は存在するが、行政として対応できる範囲

に限られているであろうし、また敷居が高く感じる方も

いるのでは。 

・そこで「子育て何でも相談センター」のような相談窓口

を設置し、その運営、相談員はNPO法人に委託する。

そこは子育て支援についての官民全ての情報を把握し

アドバイスする、不足しているサービスを生み出すこと

も企画する。 

○地域コミュニティ

に関すること 

○市民活動に関する

こと 

○景観に関すること 

■花壇・植栽の整備・管理を市民に委託（８ページ資料参

照） 

・その町の顔はやはり駅前・その近辺がその街の印象、景

観を決めるであろう。多摩区であれば登戸/向ヶ丘遊園

駅が街の顔であろうが、向ヶ丘遊園駅南口近辺の風景は

褒められたものではない。（登戸駅・遊園北側は区画整

理中でやむを得ないが、それにしてもひどい景観であ

る） 

・取り敢えずの試みとして、向ヶ丘遊園駅南口から稲生橋

までの間の花壇・植栽の整備・管理を市民にボランティ

アとしてお願いする。TVのニュースでみたことがあり

ますが、確か品川区では公共の場所の管理を一定の費用

を出して市民に委託している例があります。 
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提案者 分野 地域課題 

矢野 久喜 

○地域防災に関する

こと 

○景観に関する事 

■市民から情報・意見をもらう、「市民の目」サイト構築

（９ページ資料参照） 

・Twitter、Facebook 等の SNS で市民が自由に投稿で

きる仕組みをもっている自治体があると聞いています。

今やスマホ、デジカメ/PCは大半の方が持っている時代

ですから、これらを使って市民からの情報、意見を画像

で受け取ることは可能である。 

・受け取る情報、意見は自由で制限しないが、市民の意見、

災害時の状況通知が想定される。 
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提案者 分野 地域課題 

山下 宏子 

○地域コミュニティ

に関すること 

○エコ・環境に関する

こと 

○自然保全・創出に関

すること 

・さつま芋による再生可能エネルギー発電を官産民の協働

で取り組むことを提案します。 

・昨年末、市長に提案させて頂き、市役所環境局地球環境

推進室岩上淳課長、伊藤孝夫係長と面談の結果、地域課

題として、活動環境がある多摩区で取り組むようにご指

導を頂き、車座集会でも提案させて頂き、この度、区民

会議委員として提案の機会を頂きました。 

・区民会議、過去４期の協働テーマは、多摩区民の暮らし

やすい地域社会をつくるための議題解決に取り組まれ

ておりました。 

・この度の提案は、多摩区民のみではなく、日本の農業を

活性化することが目的で、農村地域が抱える種々の問題

とも関わります。 

・休耕地、遊休地、耕作放棄地、減反政策解除地等を利活

用し、農山村の衰退に歯止めをかけ、農業に収入的な魅

力をつくり、後継者不足を解消、雇用を創出し、老齢化

による市町村の削減を防止、税収による地域の活性化、

農業の都市計画として農業経営者を育てることです。 

・再生可能エネルギーの事業化には、未来を見据えた持続

可能で経済的なエネルギー社会の実現が課題であり、全

国的に共有できる仕掛けが必要です。 

・さつま芋発電は仕組みが出来上がれば、栽培がローテク

ですから、子孫の代までも未来永劫生産可能で全国どこ

ででも育ちます。 

・さつま芋によるビジネスモデルを構築し、川崎市多摩区

から全国の自治体に発信され、電力の地産地消、地域再

生の産業として被災地の復興にも役立ってほしいと願

います。 

・現在、化石燃料の輸入額20兆円を国内に還元し、二酸

化炭素の排出量が抑制されます。 

※さつま芋エネルギーについては、次ページ参照。 
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さつま芋エネルギー 

・燃料用としての芋は大きく育てる必要はなく、小芋ほど重さが２倍になる時間が短く3ｃｍ

大が６週間で育ち年６回収穫。 

・20アール（2000㎡）5000株で年間9000トン収穫、280世帯１日分の電力 

・生産者は仮に５円/kgで発電所に売り、年収450万円 

・発行過程で発生するメタンガス  ⇒発電 

・発酵液を蒸留してエタノール   ⇒ガソリンの代替 

農業経営者がさつま芋を生産 

   納入   収入 

発電所（候補地向ヶ丘遊園跡地） 

    発電機メーカー 日本エコ電力株式会社（東京都江戸川区） 

PPS(特定規模電気事業者)に充電（41円/1KW時） 

電力全面自由化後、一般家庭に充電（2016年） 

次世代の日本を憂慮しております一人として提案させて頂きました。 

ご検討を宜しくお願い申し上げます。 

○人脈をフル動員して普及啓発活動 

○農家募集リーフレット 

○多摩区の諸団体・町内会・自治会・

種々の法人等に協力依頼 

○七区交流会 

○フォーラム開催
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提案者 分野 地域課題 

余湖 英子 

○地域防災に関する

こと 

・広島の豪雨での土砂災害をはじめ大雨とそれに伴う被害

が全国で相次いでいます。 

・被害者の拡大に胸を痛め危機意識も高まっている今、改

めて地域の災害対策について考え、見直し、知識を深め

ることが必要と思います。 

○その他 

・多摩区には85年前から唄い継がれている多摩川音頭と

いう北原白秋さん作詞の歌があります。 

・土地の名産品や名所・旧跡が盛り込まれて村の暮らしぶ

りや風情が伝わってくる唄です。 

・今は唄える人、踊る人の数も激減していますが、大切に

残していきたい伝統芸能だと思います。この多摩川音頭

だけではなく数ある多摩区の文化財・文化資源・伝統芸

能の保存・継承についてを課題として提案させていただ

きます。 
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1 

多摩区の地域課題について 

平成26年８月６日（水）第１回区民会議ミーティング資料 

・区民会議の審議課題については、区役所が把握している地域の課題や委員のみなさんが普段の

活動を通じて感じている地域の課題などををもとにして検討します。 

１．区役所が把握している地域課題について  

※参考資料１：多摩区現況マップ 

※参考資料４：平成23年度区民意識アンケート結果参照 

２．委員のみなさんが把握している地域課題について 

・委員のみなさんが普段の活動を通じて、区民会議で審議してほしい地域課題を挙げてくださ

い。 

・審議してほしい地域課題については、次ページの「地域課題に関するアンケート」にご記入

ください。（挙げる地域課題は、３つまでとします） 

・区民会議で審議する分野として、次のようなものが考えられます。これを参考にしてくださ

い。なお、施設の整備に関するものや国や県に関わるものなどは審議の対象になりません。 

○地域コミュニティに関すること  ○まちの景観に関すること 

○地域防災に関すること   ○地域の交通に関すること 

○エコ・環境に関すること  ○子育てに関すること 

○地域活性・観光に関すること  ○福祉に関すること 

○自然保全・創出に関すること  ○その他（         ） 

○市民活動に関すること 

・また、いただいた地域課題については、優先順位や実施の可能性などの視点を踏まえ重点化

します。 

※次回の区民会議ミーティングの資料としてお出しするので、８月２７日（水）までに区役所

企画課までお送りいただくか、ご持参ください。別に資料を添付いただいても結構です。 

郵 送：〒214-8570  多摩区登戸１７７５番地１ 

ＦＡＸ：044-935-3391 

メール：71kikaku@city.kawasaki.jp 
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2 

地域課題に関するアンケート

お名前 

地域課題の内容 分野（○をつける。複数可） 

ア）地域コミュニティに関すること 

イ）地域防災に関すること 

ウ）エコ・環境に関すること 

エ）地域活性・観光に関すること 

オ）自然保全・創出に関すること 

カ）市民活動に関すること 

キ）景観に関すること 

ク）地域の交通に関すること 

ケ）子育てに関すること 

コ）福祉に関すること 

サ）その他（         ）

ア）地域コミュニティに関すること 

イ）地域防災に関すること 

ウ）エコ・環境に関すること 

エ）地域活性・観光に関すること 

オ）自然保全・創出に関すること 

カ）市民活動に関すること 

キ）景観に関すること 

ク）地域の交通に関すること 

ケ）子育てに関すること 

コ）福祉に関すること 

サ）その他（         ）

ア）地域コミュニティに関すること 

イ）地域防災に関すること 

ウ）エコ・環境に関すること 

エ）地域活性・観光に関すること 

オ）自然保全・創出に関すること 

カ）市民活動に関すること 

キ）景観に関すること 

ク）地域の交通に関すること 

ケ）子育てに関すること 

コ）福祉に関すること 

サ）その他（         ）
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 第5期多摩区区民会議スケジュール（案）（平成26年度） 

  8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

全体会

（３回開催）

区民会議委員

ミーティング

（３～４回開催）

企画部会

（2～3回開催）
第 1回 第２回 

専門

部会

（各部会

３回程度

開催）

Ａ

部

会

Ｂ

部

会

区民会議だより

（2回発行）
    発行   発行 

資料４

第1回（8/6終了）   第2回（9/18） 

○自己紹介

○区民会議の進め方について

→全体スケジュール

→部会の進め方

など

○区の課題の検討

→委員が普段感じている地域課題や区が

把握している地域課題を踏まえて、審

議課題になりそうなものを検討する

など

第3回(10/15) 

○専門部会の設置

（案）の検討

○審議方針の検討

○部会メンバーの

検討

など

○勉強会等で活用することも考えられる。（1回程度）
（例：総合計画勉強会等）

第1回 

○地域課題の共有 

○審議課題企画提

案書の作成

など

第２回

○委員による審議

課題企画提案書

のプレゼンテー

ション

○プレゼンテーシ

ョンを踏まえた

地域課題の重点

化

○審議課題の決定

など

第３回

○地域課題の解決

方法の検討

＜例＞

・調査方法の検討

・受け皿となる市民

活動団体の検討

など

○平成26年度の取
りまとめ

※審議課題企画提

案書の作成期間 

第1回(本日) 

・正副委員長

選出

など

第2回(11/19) 

・専門部会設置

・部会メンバー決定

など

第3回 

・平成26年度取りま

とめ 

など



第5期多摩区区民会議スケジュール（案）（平成27年度） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

全体会 第 4 回 第 5回 第６回   第７回 

区民会議委員 

ミーティング 

企画部会 第 3回 第 4回 第 5回   第 6 回 

専門部会 

Ａ 

部 

会 

Ｂ 

部 

会 

区民会議だより    発行    発行    発行 

○課題の解決方法についての審議 

＜例＞ 

・現況調査 

・受け皿となる市民活動団体などへのヒアリング 

※モデル事業の実施なども考えられる。 

など 

○課題の解決方法についての審議 

＜例＞ 

・現況把握を踏まえた課題の解決方法についての検討 

※モデル事業を実施した場合は、その検証など 

○取りまとめ 

※必要に応じて勉強会等を開催

区
長
へ
提
言

フォーラム

等の開催


